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Ａ．研究目的 

近年、個人のゲノム情報に基づき、個人ごとの

違いを考慮した「がんゲノム医療」への期待が高

まっている。第3期がん対策推進基本計画では、

「バイオバンク」、「次世代シーケンスを用いた

ゲノム解析」、「治験薬と含めた治療選択肢を提

示できるゲノムコンソーシアム」などを推進する

一方、「がんゲノム医療」に関する国民への理解

を促進するための教育や普及啓発が求められてい

る。 

現状、「がんゲノム医療」には、患者を中心と

した社会一般から多大な期待がなされているが、

正確な情報提供が欠如しているため、一般人はも

ちろん医療従事者の間でも混乱が生じている。商

業ベースで宣伝される遺伝子パネルなどの中には

低品質のものが散見され、結果が治療選択に反映

されないものも多くある。情報は専門用語で示さ

れるため、一般の国民には理解が困難であるこ

と、又、テレビ、新聞、SNSを含む膨大な情報や

広告の中で、信頼性の高い情報を選別することは

困難で、結果としてがん患者が不利益を得ること

も少なくない。 

「日本癌学会」、「日本臨床腫瘍学会」、「日本癌

治療学会」は、2017年より「がんゲノム医療の推

進」を目的として、「3学会合同ゲノム医療推進タ

スクフォース」（座長：日本癌治療学会理事長; 

北川 雄光）を設立した。活動目標の１つの「社

会に対する正しいがんゲノム医療の提供」の実現

のために「がんゲノムネット・ワーキンググルー

プ（WG）」を組織した。3学会よりそれぞれ推薦を

受けた 10名で構成し、2017年 10月 20日に第１

回の WG会議を開催し、現在活動を継続してい

る。 

本研究は、この 3学会合同 WGを基盤とし、患

者、患者家族、一般市民を対象に、現状のがんゲ

ノム医療の全体像をまとめアップデートを随時行

いながら、ゲノム関連情報の提供を行うことを計

画する。各学会に所属する専門家による現状の解

説や将来像、現時点では達成できていないことな

ど負の側面も含めて正確な情報を提供する。情報

ツールとしては、3学会のホームページだけでは

なく、患者会のホームページ、NPOがん関連ネッ

ト、メディア企業、医学系出版社、大手のインタ

ーネットサイトを用いる。又、各学会の学術集

会、市民公開講座、大学のがんプロフェッショナ

ル講座、国立がん研究センター、患者会、他医療

従事者向け教育事業などと連携する。 

３年間の研究期間内に、国民を対象とした「が

んゲノムネット」のコンテンツ・体制を整えるこ

とを目標とする。 

患者、患者家族、一般市民に「がんゲノム医

療」に関する正しい知識が普及する。次世代シー

ケンスを用いた遺伝子パネルなどの保険償還や、

ゲノム中核病院の指定などが検討される中、適

応、関連施設、アクセス、金額などの情報を得る

ことができる。SNSなどを用いた情報伝達方法が

確立され、広く認知されれば、継続的に新しい情

報をアップデートすることが可能となり、費用対

効果が高まる。日本癌学会、日本臨床腫瘍学会、

日本癌治療学会を基盤としているため、がんの最

新情報を集めやすく、基礎から臨床にわたる専門

家の人的リソースが豊富であり、ガイドライン

や、地域情報、会員情報を用いることが可能とな

る。 

「ゲノム治療」と称する誤った情報、エビデン

スのない高額な検査法や民間医療が増えてきてい
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る。これらの負の情報も適切に公開することによ

り、がん患者が正しく医療情報・資源にアクセス

が可能となり、がん患者の不利益を減少させる。 

医療関係者などに対するゲノム講習は、公的研

究費を基盤にしたものが複数あるが、「社会に対

するがんゲノム医療情報の提供」事業はほとんど

ない。医学専門用語を避け、コミュ二ケーション

論専門家やその研究班からのアドバイスをふま

え、わかりやすい情報提供に努める。 

本研究班がもたらす成果は、「第３期がん対策

推進基本計画」で示される、「がんゲノム医療」

に関する国民への理解を促進するための教育や普

及啓発に直結する。 

 

Ｂ．研究方法 

インターネットなどを用いた情報配信事業につ

いては、情報ツール、コンテンツ及び運営方針を

決定し、分担執筆者を選定する。出版事業に関し

ては、書籍名、内容、項目を決定し、出版社、分

担執筆者を選定する。市民向けのゲノム講習会や

3 学会の学術集会内でのシンポジウム、教育セミ

ナー、市民公開講座にて正しいゲノム情報の開示

を行う。事業全般において、分担研究者（清水）

とその研究班などから、がん患者、患者家族に対

するコミュ二ケーション方法について情報収集

し、情報発信に役立てる。 

 

1. 会議 

がんゲノムネット・ワーキンググループ（田

村, 土原, 高橋, 古川, 川上, 佐治, 矢野, 植

竹, 林田, 吉原, 清水）を開催する。 

 

1) インターネットなどを用いた情報配信事業 

・情報ツール（NPOがん関連ネット、3学会のホ

ームページ、患者会ホームページ、がん対策情報

センター（患者必携）等）の決定 

・コンテンツ、各項目の決定 

・初期画面、更新画面の運営方針の決定 

・分担執筆者の選定 

 

① 出版物 

・書籍名の決定 

「よくわかるがんゲノム医療（仮称）」など 

・内容、項目の決定 

・分担執筆者の選定 

 

② セミナー 

・市民向けのゲノム講習会開催の計画 

・内容の決定 

・演者の決定 

 

③ 3 学会の学術集会内でのシンポジウム 

・教育セミナー、市民公開講座 

日本臨床腫瘍学会、日本癌学会、日本癌治療

学会のそれぞれの学術集会内において、がん患

者、患者家族、市民を対象とした、「がんゲノ

ム医療」のシンポジウム、教育セミナーを開催

する。又、各学会の市民公開講座の中で「がん

ゲノム医療」と、本研究費で計画する「がんゲ

ノムネット」などの情報を公開する。 

 

2. 各情報配信業者との打ち合わせ。 

1) インターネットなどを用いた情報配信事業 

① NPOがん関連ネット 

がん患者・患者家族、市民を対象とした参加型

セミナー・イベントを首都圏中心に全国各地で開

催している。また、ビデオでの講義動画収録・配

信プログラムも充実させている。セミナー・イベ

ントの収録動画とあわせて「キャンサーチャンネ

ル」を配信し、動画の視聴総数は 280万回を超え

ている。選定にあったては、他の会社、法人、団

体を含め、公的研究費の使用に関する公正性と遵

守する。 

 

② ３学会のホームページ 

③ がん患者会のホームページ 

④ がん対策情報センター（患者必携など） 

 

2) 出版社の選定 

インターネットを用いた情報配信事業を継続す

る。市民向けのゲノム講習会、及び、学術集会内

でのシンポジウム、教育セミナー、市民公開講座

を開催する。患者からの声など各事業におけるパ

グリックコメント、フィードバックを行う。各事

業のルーチン化を目指す。 

 

Ｃ．研究結果 

1) 第 3回「がんゲノム医療ネット」ワーキング

グループ会議, 第１回 田村班班会議 

2019年 9月 16日（金）13:00〜15:00 

AP東京八重洲通り 7階「Ｓルーム」 

 

委員長：田村研治 

日本臨床腫瘍学会       矢野聖二 

日本癌治療学会        植竹宏之 林田哲 

吉原弘祐 

日本癌学会 土原一哉 高橋俊二 

患者コミュニケーション専門家 加藤雅志 

医科学出版社   田村敏彦 

認定 NPO 法人 キャンサーネットジャパン

    木原康太、後藤悌 

ファーマインターナショナル 遠藤昭範 

ジーエムジェイ   伊藤晴司 

日本臨床腫瘍学会事務局員 多田千春 

委員長秘書・研究班会計係 芝田郁美 
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欠席者 古川洋一 川上尚人 佐治重衡 

清水千佳子 

 

2) 3学会合同ゲノム推進タスクフォース 

日本臨床腫瘍学会 秋田弘俊 石岡千加史 

田村研治 西尾 和人 

日本癌治療学会 北川雄光 青木大輔 

武藤学 森 正樹 

日本癌学会       油谷浩幸 河野隆志 

間野博行 野田哲生 

事務局          林田 哲 

 

・第 6回, 2019年 6月 21日（木）15:00〜17:00 

国際医学情報センター 1階 会議室 E 

・第 7回, 2019年 9月 16日（木）13:00〜15:00 

AP 東京八重洲通り 7階「S ルーム」 

 

書籍「よくわかるがんゲノム医療」の出版と、Ｓ

ＮＳコンテンツ「がんゲノムネット」の開設に向け

て、具体的な話し合いを行った。依頼原稿や動画撮

影の進捗状況を確認しながら、今後のスケジュー

ルについて確認した。次世代シーケンス遺伝子パ

ネルの保険償還を受けて、よりタイムリーな話題

を提供できるように調整した。又、３学会の理事会

や学術集会の日程を確認し、理事会承認のプロセ

スなどを確認した。著者のＣＯＩ管理に関しても、

日本医学会の指針に則って勧めることが確認され

た。 

 

3) 書籍を用いた情報配信事業 

複数の出版会社の中より、「医科学出版社」に選

定した。選定にあったては、他の会社、法人、団体

を含め、公的研究費の使用に関する公正性と遵守

した。 

 

・書籍名「よくわかるがんゲノム医療」と決定した 

・質問を 64項目に厳選した（ＱＡ方式） 

・項目ごとに執筆者を選定し、応諾作業を行った 

・執筆者に原稿執筆を依頼した 

・原稿を回収して編集作業を行った 

・患者の目線からの「分かりやすさ」について、複

数の患者会による校正を依頼した。 

 

今後、３学会の理事会による承諾をそれぞれ得

て、パブリックコメントを得た上で、令和 1年度内

の製本、出版を目標とする。公的資金を用いた研究

事業という側面から、発売はせずに、３学会の患

者・市民向けのイベントなどで無料配布する方針

とする。 

 

4) ＳＮＳを用いた情報配信事業 

 

・SNS情報配信業者の選定 

「ＮＰＯ法人キャンサーネットジャパン」 

・内容、項目、運営方針について検討した 

・SNSコンテンツ名を「がんゲノムネット」 

・website開設登録を行った 

・websiteの画面イメージ、コンテンツ配置の計画、

作成を行った 

・執筆者に原稿執筆を依頼した 

・執筆者本人による動画撮影をした 

 

今後、３学会の理事会による承諾をそれぞれ得

て、平成 2年度の開設を目標とする。３学会のホー

ムページから発信を行い、その後、患者会ホームペ

ージ、国立がん研究センターがん対策情報センタ

ーなどにリンク先を広げていく。今後のコンテン

ツの改修の時期、作業についても検討する。当該事

業に関しては、３学会合同タスクフォースとして、

継続的・自立的な運用の実現を目ざす。 

 

5) 患者、家族、市民を対象とした情報伝達 

・第 27回日本乳癌学会、学術総会、 

シンポジウム 

2019年 7月 12日（金）17:15～19:00 

乳腺専門医とゲノム医療「乳癌におけるゲノム

医療の展望」 

・八番会（乳がん患者会）勉強会 

2019年 11月 10日（日）13:00～15:00 

国立がん研究センター中央病院内 

「乳がんにおけるがんゲノム医療」 

 

Ｄ．考察 

令和２年１月から、新型コロナウイルスの影響

で研究計画が遅れている。令和２年度に、出版物

「よくわかるがんゲノム医療」の刊行とインター

ネットコンテンツ「がんゲノムネット」をオープ

ンする。 

インターネットサイトが軌道にのれば、随時、

情報を更新する。 

 

Ｅ．結論 

コンテンツの評価については、フィードバック

が必要と考える。 

 

Ｆ．研究発表 
1.  論文発表 

1. Shiino S, Matsuzaki J, Shimomura A, 

Kawauchi J, Takizawa S, Sakamoto H, 

Aoki Y, Yoshida M, Tamura K, Kato K, 

Kinoshita T, Kitagawa Y, Ochiya T: 

Serum miRNA-based Prediction of 

Axillary Lymph Node Metastasis in 

Breast Cancer.  Clin Cancer Res. 25: 

1817-1827, 2019. 
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2. Noguchi E, Tamura K, Hattori M, 

Horiguchi J, Sato N, Kanatani K, 

Matsunaga K, Iwata H, Fujiwara Y: 

Trastuzumab emtansine plus pertuzumab 

in Japanese patients with HER2-

positive metastatic breast cancer: a 

phase Ib study.  Breast Cancer. 26: 

39-46, 2019 

3. Yonemori K, Shimomura A, Yasojima H, 

Masuda N, Aogi K, Takahashi M, Naito 

Y, Shimizu S, Nakamura R, Hashimoto J, 

Yamamoto H, Hirakawa A, Michimae H, 

Hamada A, Yoshida T, Sukigara T, 

Tamura K, Fujiwara Y: A phase I/II 

trial of olaparib tablet in 

combination with eribulin in Japanese 

patients with advanced or metastatic 

triple-negative breast cancer 

previously treated with anthracyclines 

and taxanes.  Eur J Cancer. 109: 84-

91, 2019 

4. Noda-Narita S, Shimomura A, Kawachi A, 

Sumiyoshi-Okuma H, Sudo K, Shimoi T, 

Noguchi E, Yonemori K, Shimizu C, 

Fujiwara Y, Tamura K: Comparison of 

the efficacy of trastuzumab emtansine 

between patients with metastatic human 

epidermal growth factor receptor 2-

positive breast cancers previously 

treated with combination trastuzumab 

and pertuzumab and with trastuzumab 

only in Japanese population.  Breast 

Cancer. 26: 492-498, 2019 

5. Sunami K, Ichikawa H, Kubo T, Kato M, 

Fujiwara Y, Shimomura A, Koyama T, 

Kakishima H, Kitami M, Matsushita H, 

Furukawa E, Narushima D, Nagai M, 

Taniguchi H, Motoi N, Sekine S, 

Maeshima A, Mori T, Watanabe R, 

Yoshida M, Yoshida A, Yoshida H, 

Satomi K, Sukeda A, Hashimoto T, 

Shimizu T, Iwasa S, Yonemori K, Kato 

K, Morizane C, Ogawa C, Tanabe N, 

Sugano K, Hiraoka N, Tamura K, Yoshida 

T, Fujiwara Y, Ochiai A, Yamamoto N, 

Kohno T: Feasibility and utility of a 

panel testing for 114 cancer-

associated genes in a clinical 

setting: A hospital-based study.  

Cancer Sci. 110: 1480-1490, 2019 

6. Ito T, Kumagai Y, Itano K, Maruyama T, 

Tamura K, Kawasaki S, Suzuki T, 

Murakami Y: Mathematical analysis of 

gefitinib resistance of lung 

adenocarcinoma caused by MET 

amplification.  Biochem Biophys Res 

Commun. 511: 544-550, 2019 

7. Turner NC, Alarcón E, Armstrong AC, 

Philco M, López Chuken YA, Sablin MP, 

Tamura K, Gómez Villanueva A, Pérez-

Fidalgo JA, Cheung SYA, Corcoran C, 

Cullberg M, Davies BR, de Bruin EC, 

Foxley A, Lindemann JPO, Maudsley R, 

Moschetta M, Outhwaite E, Pass M, 

Rugman P, Schiavon G, Oliveira M: b-

BEECH: A dose-finding run-in followed 

by a randomised phase 2 study 

assessing the efficacy of AKT 

inhibitor capivasertib (AZD5363) 

combined with paclitaxel in patients 

with oestrogen receptor-positive 

advanced or metastatic breast cancer, 

and in a PIK3CA mutant supopulation.  

Ann Oncol. 30: 774-780, 2019 

8. Hirakawa A, Sudo K, Yonemori K, 

Sadachi R, Kinoshita F, Kobayashi Y, 

Okuma HS, Kawachi A, Tamura K, 

Fujiwara Y, Rubinstein L, Takebe N: A 

comparative study of longitudinal 

toxicities of cytotoxic drugs, 

molecularly targeted agents, 

immunomodulatory drugs, and cancer 

vaccines.  Clin Pharmacol Ther. 106: 

803-809, 2019 

9. Goto K, Fujiwara Y, Isobe T, Chayahara 

N, Kiyota N, Mukohara T, Tsubata Y, 

Hotta T, Tamura K, Yamamoto N, Minami 

H: Pharmacokinetic study of the oral 

fluorouracil antitumor agent S-1 in 

patients with impaired renal function.  

Cancer Sci. 110: 1987-1994, 2019 

10. Tamura K, Tsurutani J, Takahashi S, 

Iwata H, Krop IE, Redfern C, Sagara Y, 

Doi T, Park H, Murthy RK, Redman RA, 

Jikoh T, Lee C, Sugihara M, Shahidi J, 

Yver A, Modi S: Trastuzumab deruxtecan 
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Saito K, Fujisaki Y, Sugihara M, 
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a dose-expansion, phase 1 study.  

Lancet Oncol. 20: 827-836, 2019 

12. Yap YS, Lu YS, Tamura K, Lee JE, Ko 

EY, Park YH, Cao AY, Lin CH, Toi M, Wu 

J, Lee SC: Insights Into Breast Cancer 

in the East vs the West: A Review.  

JAMA Oncol. doi: 

10.1001/jamaoncol.2019.0620, 2019 

13. Ebata T, Shimizu T, Fujiwara Y, Tamura 

K, Kondo S, Iwasa S, Yonemori K, 
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